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 〔 方法ならびに成績 〕 







 内針は外径 0.635 mm 内径 0.406 mm のチタン合金のチューブで、外筒は外径 1.34 mm 内径 0.74 mm のステンレ
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画像処理をおこなった。この処理によってコンピュータによる超音波画像中の針の認識が可能であることを確認した。
画像処理は 0.5 秒以内に終了した。 





穿刺に要する時間は 14.5 秒であり、21 回全てこの時間で終了した。 
 〔 総   括 〕 
 新しい誤差補正可能な穿刺デバイスを開発した。本システムにより穿刺中に生じる誤差を修正することが可能であ
った。穿刺手技の安全性向上への有用性が期待される。 





 本研究では、多重曲がり針（Curved Multi-tube Device, CMTD）というデバイスを用いて穿刺途中で生じた誤差
を曲がった経路を進むことによって補正するシステムを開発することを目的とした。 
 多重曲がり針は、先端部に曲がり部を有する内針と真っ直ぐな形状の外筒から構成される。内針を外筒に完全に収
納することにより真っ直ぐの形状となる。外筒から内針の曲がり部を出した状態では内針の円弧が維持される。この
二つの状態を制御することにより誤差を補正する。CMTD、穿刺装置、画像処理のプログラムを製作・統合し穿刺シ
ステムを構築した。穿刺システムは自動的に誤差を補正し目標点に命中させることができた。 
 本研究により、CMTD は従来の穿刺システムにはなかった誤差補正可能なデバイスであることが示され、穿刺シス
テムの発展につながるものであり、学位の授与に値すると考えられる。 
